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立正の学生たちの活躍。
「モラリスト×エキスパート」を目指す学生たち、立正旋風を巻き起こしています。

体育会や強化クラブの応援、各
種イベントに欠かせない、チア
リーディング部の活躍。野球応
援から優勝パレードまで、日本一
大学野球の快挙に華を添えた。

関東大学女子軟式野球連盟
Ⅰ部秋季リーグ戦で初優勝。
 
１９９６年チーム結成。１９９７年東関東
大学女子軟式野球連盟Ⅱ部秋季リー
グ戦で１位、Ⅰ部リーグに昇格。毎年８月
に富山県魚津市で行われる全日本大
学女子野球選手権大会に連続出場。
２００９年秋、チーム結成１４年目に初
優勝の快挙を成し遂げました。

2009年東都大学野球1部
（秋季リーグ戦）で初優勝。
さらに、第40回記念 明治
神宮野球大会に初出場、初
優勝。

リーグ屈指の投手力と、長短織り
まぜた定評のある打撃力で、創
部６１年目にして悲願の東都大
学野球１部リーグ（秋季）を制覇。
さらにその勢いは、秋の大学日本
一を決める明治神宮野球大会
へと続き、初出場、初優勝を達
成。見事、大学日本一の座に輝き
ました。

第62回全日本合唱コンクール全国大会 
大学部門 銀賞。
2000年から10年連続で東京都代表とし
て全国大会出場。
 
東京都代表として２０００年から２００９年まで全国
大会に出場。金賞５回（うち全国１位２回）、銀賞を
３回受賞しています。２００９年にも銀賞も獲得。グ
リークラブにはまた、第１回立正大学文化系課外
活動団体助成金が交付されています。

大学日本一　東都1部・神宮大会制覇 『硬式野球部』 10年連続全国大会出場 『グリークラブ』

夏の甲子園ベスト8
野球部

全国高校サッカー選手権ベスト16
サッカー部

チーム結成14年目の初優勝　女子軟式野球愛好会 『COSMOS』

応援に花をそえる
応援指導部＆
チアリーディング部 Asoka

立正大学付属立正高等学校

立正大学淞南高等学校（準付属校）

２００９年８月奈良イン
ターハイ出場・東京都
私立学校学年別大会
でも優勝。２年次の２０
１０年１月には、世界を
相手に、カデ欧州サー
キット男女エペイタリア
ピサ大会出場を果た
しました。

２００９年夏の全国高
等学校野球選手権大
会に島根県代表とし
て初出場。インフルエ
ンザ発熱者を出し、
準々決勝では１３人で
の戦いに。ベスト４を目
指したその頑張りは、
美談とし広く全国に報
じられました。

最後まで全力を尽くす
粘り強さで有名な「淞
南サッカー部」は島根
県内大会では全冠を
手にし、２年連続で１０
回目の第８８回全国高
校サッカー選手権大
会に島根県代表で出
場。ベスト１６の好成績
をおさめました。

立正大学付属立正中学校・高等学校は、2013年4月 馬込キャンパスに移転します。

陸上短距離で東京代表
時光龍一［2年］選手

フェンシング日本代表
小林航［3年］選手

写真撮影・岩瀬孝文

写真撮影・岩瀬孝文

写真撮影・岩瀬孝文

２００９年夏の国体予
選会１００mで優勝し
１０月の新潟国民体
育大会では決勝でみ
ごと７位入賞を果たし
ました。１０秒８９は自
己ベスト。今年はイン
ターハイを目指してい
ます。
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知的障害や自閉の子どもたちに乗馬を通じてアニマルセラピー。

コロッケで「戸越銀座のまちおこし」をプロデュース

人形劇でボランティア

もうひとつの箱根駅伝

立正の学生たちの活躍。
これからの社会が求める「モラリスト×エキスパート」を学生たちが目指しています。

海外モデルコンテスト優勝

アニマルセラピー
岩村 隆仁　法学部４年

「乗馬」という共通の趣味を通じて、子ど
もたちへのボランティア活動を１２歳から
続けている岩村さん。下半身が不自由
な子が乗馬で次第に筋肉がつきはじ
め、歩行器を使いながら歩けるように
なったり、引きこもりの子がコミュニケー
ションの楽しさを思い出し、再び学校に
通い始めたりしている。岩村さんのボラ
ンティア活動は、「明るい社会に貢献す
る奨学生」の授与を受けるなど、高く評
価されている。

地域活性化
経営学部池上ゼミ

土産用コロッケでまちおこし。大崎キャン
パス近くの戸越銀座商店街と池上ゼミ
が連携し、惣菜店が集まる庶民的なイ
メージから「コロッケ」のまちづくりに取り
組んでいる。学生たちのアイデアでギフト
用コロッケを開発し、パッケージからチラ
シ、販売など全面的に協力し、独自のコ
ロッケを販売している様子は、テレビ朝日
等にも取り上げられた。

探検部
「箱根駅伝コース」を
清掃ボランティアで地域に貢献。

箱根駅伝終了後のコースでゴミを拾いながら各校の襷をつ
なぐ「もうひとつの箱根駅伝」に探検部が参加。着順とゴミの
量で順位が決まる。２２大学２０チームが参加。往路１０８キロ
を１泊２日でリレーし、１７４袋半を回収した。今年で５回目。社
会に新しい風を吹き込むボランティア活動として広く知られ、
今後も活動を継続する。

児童文化研究部
幼稚園や小学校を訪問して
人形劇公演でボランティア

近隣の幼稚園や小学校、老人ホームなどで、児
童文化研究部の学生たちが、人形劇の公演や
手遊びを通じて、たくさんの子どもたちやお年寄り
とふれ合うボランティア活動を続けている。定期
的な公演のほかに、各施設から依頼を受けると、
随時小公演に行っている。

西川 綾　心理学部3年
第18回アジア太平洋スーパーモデルコンテスト
2009優勝。

韓国で開催されたスーパーモデルコンテストで、アジア４カ国
３３名の代表の中から、西川綾さんが見事優勝に輝いた。
１７９cmと長身の西川さん。将来はコレクションのトップモデル
を目指している。日頃から体型維持に気を遣いながら、臨床
心理学科で心理学を学んでいる。



■熊谷駅よりバス10分
・熊谷駅（JR高崎線、湘南新宿ライン、新幹線、
 秩父鉄道）南口よりバス立正大学行または
 森林公園駅行、立正大学下車

■森林公園駅よりバス12分
・森林公園駅（東武東上線）北口よりバス
 立正大学行または熊谷駅行、立正大学下車

■大崎駅、五反田駅から徒歩5分
・大崎駅（JR山手線、湘南新宿ライン、埼京線、
  りんかい線）
・五反田駅（JR山手線、都営地下鉄浅草線）

■大崎広小路駅から徒歩1分
・大崎広小路駅（東急池上線）

新都心と緑豊かな郊外、地域特性を活かして学部を配置しています。
教育・研究環境が充実した大崎キャンパスと進化が始まった熊谷キャンパス。

大崎キャンパス

東京副都心として時代の息
吹あふれる品川・大崎地区。
交通アクセスにも恵まれた大
崎キャンパス。総合学術情報
センターなどのIT施設をはじ
め、学びの空間として最良の
環境が整っています。また、２０
０１年から始まったクリーンキャ
ンパス宣言をはじめ、エコキャ
ンパスを推進しています。

熊谷キャンパス

武蔵丘陵森林公園の近隣に位
置する緑豊かな熊谷キャンパス。
東京ドーム８個分に相当する約
３５万m2の広大な敷地は、ツインタ
ワーの学生寮、各種スポーツの専
用グラウンドをはじめ、充実した学
びの環境が整っています。大崎
キャンパス同様、クリーンキャンパ
ス宣言とともに、（財）都市緑化基
金（SEGES）より認定を受けたエ
コキャンパスを推進しています。

立
正
大
学
の
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立正大学　大崎キャンパス
〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16

立正大学　熊谷キャンパス
〒360-0194　埼玉県熊谷市万吉1700

大学の教育・研究機関としてだけでなく、
地域の方々の相談機関として広く活用さ
れ、「人間の心と身体」のケアを実践。専
任教員やカウンセラーが相談にのってい
ます。

図書館と情報センターが融合した情報メ
ディアセンター。約８９万冊（大崎図書館
約５８万冊）の蔵書をインターネットで検
索できます。貴重な仏教資料を収集、所
蔵しており、特に日蓮宗教関係資料は、
網羅的に収集しています。

第１６代学長でもあり、第５５代内閣総理
大臣も務めた石橋湛山先生の業績を讃
え、その名を冠した６００名収容の多目的
ホール。大学行事のほか、講演会や一般
公開講座の会場として、地域社会におけ
る知の拠点として活用されています。

学生・地域住民を対象としたボランティア養成講
座の開講をはじめとしたボランティア活動に関す
る実践力の強化、ボランティア依頼のコーディ
ネート、学生の福祉意識・ボランティアマインドの
向上などを通して、地域社会の福祉の向上に貢
献することを目指しています。

立正大学博物館は、歴史・芸術・民俗・産業・自然
に関する学術資料を収集・保管し、広く社会に公
開。さらに、これらを調査研究するとともに教育・発
展に寄与することを目的として開設。縄文時代の
土器類をはじめ、国内外の遺蹟からの発掘資料
を中心に貴重な資料が公開されています。

石橋湛山記念講堂

情報メディアセンター（大崎図書館）

心理臨床センター

立正大学博物館

熊谷キャンパスが生まれ変わりました。

情報メディアセンター（熊谷図書館）

ボランティア活動推進センター

大学院学生数

文学研究科

経済学研究科

法学研究科

経営学研究科

社会福祉学研究科

地球環境科学研究科

心理学研究科

208

71

48

7

15

14

21

32

68

24

19

-

-

7

5

13

276

95

67

7

15

21

26

45

学部学生数

仏教学部
文学部
経済学部
経営学部
法学部
社会福祉学部
地球環境科学部
心理学部

6,671
412
1,122
1,368
934
1,085
594
739
417

3,963
79

1,256
307
417
298
714
170
722

10,634
491
2,378
1,675
1,351
1,383
1,308
909
1,139

教員・職員数

仏教学部
文学部
経済学部
経営学部
法学部
社会福祉学部
地球環境科学部
心理学部
その他

※心理学部には心理臨床センター教員2名を含む

251
17
47
32
27
27
32
34
35
-

596
36
196
82
32
36
70
50
53
41

847
53
243
114
59
63
102
84
88
41

216

付属中学・高等学校　生徒数・教員数・職員数

平成22年5月1日現在

立正高等学校（全日制普通科）
立正中学校

1,216
627
589

58
34
24

41
21
20

99
55
44

13

学部・学生数 

男　子 女　子 合　計学　部
修士課程 博士後期課程 学生数

大学院 学部・大学院

教員数

専任教員 非常勤講師 合　計

職員数

合　計 付属中学・高等学校

生徒数 教員数 職員数
教　諭合　計 合　計 合　計講　師

DATA DATA DATA DATA

東
武
東
上
線

森
林
公
園
駅

至
関
越
道
東
松
山
イ
ン
タ
ー

至
池
袋

至
大
里

荒
川
大
橋

荒
川

秩
父
鉄
道

案
内
表
示
あ
り

J
R
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン

高
崎
線

上
熊
谷
駅

熊
谷
駅

南
口

北
口

国
道
17
号

八
木
橋
デ
パ
ー
ト

至
太
田

小
林
医
院至東松山

至上野
　新宿
　大崎

至小川

武蔵丘陵森林公園

案内表示あり

鎌倉陸橋

至高崎

熊谷キャンパス

新宿

大宮

熊谷森
林
公
園
熊谷
キャンパス

都
営
三
田
線

東武東上線

JR武蔵野線西武
 池袋線西武

 新宿線

JR高崎線

秩父鉄道

JR川越線
川越

本川越

朝霞台 南浦和

所沢

秋津

赤羽

新宿

品川

五反田

大崎

渋谷

大崎
キャンパス

京王
  井の頭線

都営浅草線

東急池上線

JR湘南新宿ライン

JR京浜東北線

JR横須賀線

京浜急行線

東急田園都市線

大崎広小路

りんかい線

新橋

三田

下北沢

旗の台

蒲田

発行元：立正大学　学長室政策広報課　　http://www.ris.ac.jp/

〒360-0194　埼玉県熊谷市万吉1700
TEL：048（536）6010　FAX：048 （536）5610

お問合せ先

学長室政策広報課 〒141-8602　東京都品川区大崎4-2-16
TEL：03（3492）5250　FAX：03（5487）3340

熊谷総務部総務課

熊谷キャンパス再開発事業において、２００９年３月に教室・研究棟の「アカデミックキューブ」、情報
メディア棟として「メディアフォレスト」、体育館・多目的ホールの「スポーツキューブ」が新築されました。
２０１０年３月にはキャンパスの象徴的存在であった本部棟を「ゲートプラザ」として熊谷キャパスの玄
関と位置づけ、ゲートプラザの耐震改修工事が完成し、新たな顔として開校当時の面影や風景を残
し、卒業生がほっとする空間を保存しています。安全で快適な建物として耐震壁にグラフィックを施して
再生し、また、エレベーターや車椅子用階段昇降機を設置するなどバリアフリーにも配慮しています。

地下１階、地上３階建ての情報メディアセンター。
約８９万冊（熊谷図書館約３１万冊）の蔵書をイ
ンターネットで検索できます。地理学の大家、故田
中啓爾博士より寄贈された資料を田中啓爾文庫
として所蔵。江戸時代の和装本や戦前の地理学
関係図書、古地図などの貴重な資料が数多くあ
ります。

りんかい線

北改札西口新西口

シンク
パーク

学生会館



「モラリスト×エキスパート」を育む。

2010.5（10000）

http://www.ris.ac.jp/




